
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症

患
者
を
重
点
的
に
診
療
す
る
役
割

が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
診
断
ま
で

を
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
初

療
対
応
し
、
続
い
て
集
中
治
療
部

（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
で
本
格
的
な
治
療
を
施

し
ま
す
。
本
院
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
臓
器

移
植
な
ど
の
高
度
医
療
に
も
対
応

で
き
る
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
重
症
患
者
に
も
高

度
な
医
療
を
提
供
で
き
ま
す
。
一

方
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
や
Ｃ
Ｔ
で
迅
速
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
診
断

を
行
う
、
大
阪
府
設
定
の
「
ト
リ

ア
ー
ジ
病
院
」
と
し
て
の
役
目
も

担
っ
て
い
ま
す
。

　

総
長　
阪
大
病
院
は
内
閣
府
の

　

総
長　
阪
大
病
院
に
新
し
い
診

療
棟
が
建
つ
と
い
う
の
は
、
本
学

に
と
っ
て
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

統
合
診
療
棟
に
は
、
主
に
現
在
の

外
来
部
門
と
中
央
診
療
部
門
の
機

能
を
集
約
さ
せ
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
外
来
部
門
で
は
診
療
科
の
垣

根
を
越
え
た
「
横
断
的
診
療
ブ
ロ

ッ
ク
」
に
再
編
し
て
診
療
機
能
を

強
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

病
院
長　
受
付
や
会
計
計
算
も

診
療
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
行
い
、
診

察
や
会
計
の
待
ち
時
間
の
短
縮
を

図
り
ま
す
。

　
総
長　
中
央
診
療
部
門
で
は
内

視
鏡
、
放
射
線
治
療
、
心
臓
カ
テ

ー
テ
ル
と
い
っ
た
、
患
者
さ
ん
へ

の
負
担
が
よ
り
少
な
い
「
低
侵
襲

診
療
」
の
機
能
強
化
を
行
い
、
手

写真1

　

西
尾
総
長　
本
学
が
吹
田
に
移

転
し
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
25
年

以
上
が
経
ち
ま
す
。
附
属
病
院
の

再
開
発
計
画
は
今
の
時
代
に
合
っ

た
新
し
い
形
へ
の
変
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

土
岐
病
院
長　
医
療
の
高
度
化
、

集
中
化
に
よ
っ
て
入
院
期
間
は
短

く
て
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

逆
に
検
査
数
、
手
術
数
、
内
視
鏡

治
療
や
放
射
線
治
療
の
数
は
増
え

ま
し
た
。
病
棟
部
門
と
診
療
部
門

の
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
し
、
診
療
部

門
の
ウ
エ
ー
ト
が
大
き
く
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
外
来
・
中
央
診
療

棟
の
北
側
に
地
上
８
階
、
地
下
２

階
の
「
統
合
診
療
棟
」
と
い
う
新

棟
を
建
設
し
、
２
０
２
５
年
の
運

用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

術
室
も
増
室
す
る
の
で
す
ね
。

　

病
院
長　
眼
科
の
外
来
・
病
棟
・

手
術
機
能
が
一
体
と
な
っ
た
「
ア

イ
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設
し
ま
す
。

現
行
の
「
総
合
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
」
は
外
来
・
病
棟
・
分

娩
機
能
を
一
体
化
し
て
診
療
機
能

強
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
患
者

相
談
部
門
や
支
援
部
門
を
集
約
し

て
「
患
者
包
括
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
を
新
設
し
ま
す
。

　

総
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
は
、
大
阪
大
学
一

丸
と
な
っ
て
対
策
や
支
援
体
制
の

構
築
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
病
院

の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
総
長
と
し

て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

病
院
長　
院
内
で
は
マ
ス
ク
の

着
用
と
手
洗
い
を
徹
底
し
て
、
体

調
不
良
の
職
員
は
早
め
に
休
ん
で

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ま
す
。
外
来

や
入
院
中
の
患
者
さ
ん
も
主
治
医

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
疑
っ
た
場
合
は
、
迅
速
に
検
査

が
で
き
る
よ
う
に
24
時
間
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
院
患

者
さ
ん
へ
の
面
会
は
制
限
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

総
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
罹
患
し
た
患
者
さ
ん
の

受
け
入
れ
体
制
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

病
院
長　
本
院
は
大
阪
府
か
ら
、

人
工
呼
吸
器
を
必
要
と
す
る
新
型

患
者
の
望
む
最
善
の
看
護
を

　

越
村
利
惠
前
看
護
部
長
が
10
年

間
に
わ
た
り
看
護
部
の
ト
ッ
プ
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、「
患
者
に
寄
り

添
う
看
護
」
を
柱
に
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
着
手
し
、
成
果
を
積

み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
私
も
こ
の

「
患
者
に
寄
り
添
う
看
護
」
を
基
本

的
な
柱
に
据
え
、
患
者
が
望
む
看

護
と
は
、
患
者
に
と
っ
て
最
善
の

看
護
と
は
、
を
常
に
考
え
た
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
歴
代
の
看
護
部
長
が
繋

い
で
こ
ら
れ
た
バ
ト
ン
を
受
け
継

ぐ
こ
と
の
重
責
を
痛
感
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
歴
史
を
看
護
職
員

お
よ
び
多
く
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と

刻
ん
で
い
け
る
こ
と
に
胸
の
高
鳴

り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
い
本
院
看
護
部
の
歴

史
の
な
か
で
、
男
性
の
看
護
部
長

は
私
が
初
め
て
の
就
任
と
な
り
ま

す
。
全
国
の
国
立
大
学
病
院
で
も

男
性
の
看
護
部
長
は
ご
く
限
ら
れ

た
施
設
の
み
で
す
。
男
性
看
護
職

員
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

全
国
的
に
も
看
護
師
全
体
の
８
％

に
満
た
ず
、
本
院
に
お
い
て
も
同

様
で
ま
だ
ま
だ
少
数
で
す
。
今
後

も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
ず
、

多
様
な
考
え
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

よ
り
良
い
看
護
の
発
展
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

社
会
を
一
変
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま

な
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

医
療
現
場
に
も
柔
軟
な
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
本
院
は
病
院
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
全

て
の
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
に
対
応
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
感
染
症
に
よ
る
情
勢
は

ま
だ
不
透
明
で
は
あ
り
ま
す
が
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
、
事
務
職
員
と
一

致
団
結
し
、
よ
り
よ
い
医
療
を
安

心
し
て
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
力
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

（
令
和
３
年
４
月
１
日
就
任
）

正面玄関前駐車場が
許可制になりました

　

正
面
玄
関
前
駐
車
場
の
利
用
時
は
、
利

用
証（
大
阪
府
等
地
方
公
共
団
体
が
移
動
に

配
慮
が
必
要
な
方
に
発
行
す
る
も
の
）が
必

要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

公
安
委
員
会
が
発
行
す
る
「
駐
車
禁
止
除

外
指
定
車
標
章
(
歩
行
困
難
者
等
用
)
」
の

提
示
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

新型コロナウイルス
感染症対策について
　これからゴールデンウイークが
始まり、会食や移動の機会が増え
る可能性がありますが、患者さ
ん・ご家族及び来院される皆様は、
引き続き感染対策の基本である手
指衛生とマスクの適切な着用の徹
底をよろしくお願いいたします。
本院職員においても、今後も大阪
大学の活動基準に従い、医療機関
に従事する職員としての自覚を持
ち、引き続き日常生活から感染対
策に努めてまいります。また、新
型コロナウイルスワクチンの接種
も開始されておりますが、ワクチ
ン接種をすれば、感染対策を行わ
なくてよいということにはなりま
せん。新型コロナウイルスワクチ
ンの効果は100％ではないうえ、
未接種の方が多い現状では、感染
対策は大変重要となってきます。
今シーズン、インフルエンザやノ
ロウイルスなど例年冬季に流行す
る感染症の流行がなかったことは
ご存じかもしれませんが、基本の
感染対策の効果によるものとも考
えられます。日ごろから、手指衛
生、マスクの適切な着用を引き続
きお願いいたします。

岩い
わ
さ
き崎

　
朋と

も
ゆ
き之 

看
護
部
長（
副
病
院
長
）

病 棟

外来･中央
　　  診療棟

入
退
院

玄
関

正
面
玄
関

統合診療棟を
建 設 中

ホスピタルパーク

患者用駐車場
（立体）

府
道
茨
木
・
摂
津
線モ

ノ
レ
ー
ル

阪
大
病
院
前
駅

正
面
玄
関
前

駐
車
場

医療従事者対象ワクチン接種会場

Ａ
Ｉ
基
盤
拠
点
病
院（
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ

タ
ル
）事
業
に
も
採
択
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

病
院
長　
一
昨
年
４
月
に
本
院

に
設
置
さ
れ
た「
Ａ
Ｉ
医
療
セ
ン
タ

ー
」
が
中
心
に
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ（
人
工

知
能
）に
よ
る
電
子
カ
ル
テ
へ
の
音

声
入
力
シ
ス
テ
ム
、
入
院
時
の
問

診
を
支
援
す
る
Ａ
Ｉ
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
ほ
か
、
手
術
の
事
前
説
明

を
受
け
る
患
者
さ
ん
の
表
情
や
声

の
ト
ー
ン
な
ど
か
ら
Ａ
Ｉ
が
納
得

度
を
分
析
し
て
そ
の
結
果
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
医
師
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
す
。

　
総
長　
私
自
身
の
専
門
分
野
で

あ
る
デ
ー
タ
工
学
の
医
療
分
野
へ

の
実
践
例
と
し
て
興
味
深
く
思
い

ま
す
。

　

病
院
長　
Ａ
Ｉ
は
医
療
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
活
用
が
進
み
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
や
内
視
鏡
、
病
理
と
い
っ

　
医
療
ニ
ー
ズ
や
診
療
機
能
の
高
度
化
・
多
様
化
を
受
け
、
本

院
で
の
再
開
発
計
画
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な

ど
に
つ
い
て
、
大
阪
大
学
の
西
尾
章
治
郎
総
長
と
土
岐
祐
一
郎

医
学
部
附
属
病
院
長
が
対
談
し
ま
し
た
。

西尾章治郎総長（右）と土岐祐一郎病院長

た
画
像
診
断
の
分
野
で
は
専
門
医

を
し
の
ぐ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
患
者
さ
ん
や
医
療
従
事

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
観
点
か

ら
、
音
声
入
力
に
よ
る
カ
ル
テ
記

載
の
高
速
化
、
院
内
を
移
動
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
、
顔
認
証
に
よ
る
面
会

制
限
な
ど
は
、
今
後
さ
ら
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

総
長　
本
日
は
病
院
の
現
状
だ

け
で
な
く
、
未
来
像
に
つ
い
て
も

貴
重
な
話
を
伺
え
て
感
謝
い
た
し

ま
す
。

西尾総長・土岐病院長対 談

新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策

Ａ
Ｉ

ホ
ス
ピ
タ
ル

新新 看護部長が抱負を語る
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82医療ニーズに応える病院へ
再
開
発
計
画「
統
合
診
療
棟
」2
0
2
5
年
運
用
開
始



平均 93.3%
（回答数＝657）

平均 90.1%
 （回答数＝2,822）

ワ
ー
ス
ト
5

1位 インターネット環境 74.8 
2位 面会時間 76.2 
3位 トイレや浴室 78.4 
4位 個室料金 79.7 

5位 苦情相談窓口設置場所のわかり
やすさ 82.5 

ワ
ー
ス
ト
5

1位 診察までの待ち時間 59.7 
2位 駐車場の広さや台数 60.1 
3位 会計の待ち時間 64.7 
4位 会計待ちでの声掛け等の配慮 80.4 
5位 診察待ちでの声掛け等の配慮 80.5 

外来患者外来患者さんさん 満足度ランキング 満足度ランキング入院患者入院患者さんさん 満足度ランキング 満足度ランキング

ベ
ス
ト
5

1位 職員の身だしなみ 99.7 
2位 看護師の態度や言葉遣い 98.9 
2位 安全な治療・結果 98.9 
4位 リバビリ職員の態度や言葉遣い 98.8 
5位 入院中に受けた看護 98.7 

ベ
ス
ト
5

1位 医師のプライバシー配慮 97.8 
2位 診察室の清潔かつ整理整頓 97.5 
3位 看護師の態度や言葉遣い 97.4 
3位 看護師のプライバシー配慮 97.4 
5位 技師の態度や言葉遣い 97.2 

年齢別
内訳

60代50代

40代

30代 4.6％

28.3％

20.2％17.0％

10.5％

70代

80歳以上 8.0％

10歳未満 4.4％
10代
2.9％ 無回答 1.1％20代 

3.0％

年齢別
内訳

80歳以上 10.6％

49.0％

25.8％

20～30代 9.7％

20歳未満 3.3％ 無回答 1.6％

60～70代

40～50代

外来患者さん

調査対象の内訳 調査対象の内訳

結果発表！

●調査結果
外来患者さんの90.1％、入院患者さんの93.3％の方に、「満足」「やや満足」
のご回答をいただきました。満足度の低い項目は、外来では「会計や診察の
待ち時間」「駐車場整備等」、入院では「インターネット環境」「お見舞いや面
会時間」「トイレ・浴室設備」でした。
これからも患者さんにとって心地よく、治療に専念できる環境を整えてい
きたいと考えております。より多くの患者さんのご意見を伺いたいと思っ
ておりますので、今後ともご協力のほどよろしくお願いいたします。

●調査期間
外来：令和2年8月31日～9月4日の5日間
入院：令和2年10月1日～10月21日の21日間

　

薬
剤
部
で
は
今
年
度
よ
り
薬
剤

師
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
卒
後

研
修
を
通
じ
て
幅
広
い
知
識
と
技

術
を
持
っ
た
薬
剤
師
を
育
て
る
教

｢薬剤師レジデント」制度

処方箋サイズが
A5からA4サイズに変更

院外薬局への
情報等も追加

検査値等の
臨床情報を表示

使用期限
を明示

化学療法
レジメン名
を表示

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
今
月
か
ら
採

用
さ
れ
た
薬
剤
師
レ
ジ
デ
ン
ト
が

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

当
部
で
は
こ
れ
ま
で
卒
後
研
修

と
し
て
研
修
生
制
度
を
採
用
し
、

研
修
期
間（
２
カ
月
）の
間
に
薬
剤

師
と
し
て
の
基
礎
教
育
を
行
い
、

本
院
の
職
員
以
外
に
も
大
阪
府
下

全
域
・
周
辺
地
域
の
病
院
へ
も
長

年
に
わ
た
り
数
多
く
の
薬
剤
師
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
、
薬
剤
師
に
は
よ
り
深
い
知

識
・
技
能
や
幅
広
い
経
験
が
求
め

ら
れ
、
積
極
的
に
チ
ー
ム
医
療
に

参
画
し
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
安

全
・
安
心
な
薬
物
療
法
を
提
供
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
求
め
ら
れ

て
い
る
専
門
性
の
高
い
薬
剤
師
の

育
成
の
た
め
に
、
新
た
な
卒
後
研

修
制
度
と
し
て
給
与
を
保
証
し
な

が
ら
２
年
間
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
制
度
を
導
入
す
る
施

設
も
年
々
増
え
つ
つ
あ
り
、
全
国

的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
剤
師
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
の
開

始
に
際
し
、
多
職
種
・
多
部
門
で

構
成
す
る
薬
剤
師
レ
ジ
デ
ン
ト
研

修
管
理
委
員
会
の
設
置
を
行
い
、

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
用
や
管
理

等
の
体
制
整
備
を
行
い
、
多
数
の

病
院
に
広
く
人
材
を
紹
介
す
る
役

割
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
チ
ー
ム
医
療
の
一
員

と
し
て
患
者
さ
ん
の
安
心
・
安
全

な
薬
物
療
法
の
提
供
に
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
薬

剤
師
レ
ジ
デ
ン
ト
も
含
め
薬
剤
部

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
（
薬
機

法
）改
正
に
よ
り
地
域
薬
局
の
概
念
が
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
薬
局
は
「
薬
剤
及
び
医
薬

品
の
適
正
な
使
用
に
必
要
な
情
報
の
提
供
及

び
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
の
業
務
を
行

う
場
所
」
と
定
義
さ
れ
、
地
域
薬
局
の
薬
剤

師
も
服
用
期
間
を
通
じ
た
患
者
さ
ん
の
薬
学

的
管
理
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
院
で
は
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
こ
れ

ら
の
薬
局
と
の
連
携
を
図
る
べ
く
検
討
を
進

め
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
処

方
箋
を
地
域
薬
局
と
の
連
携
ツ
ー
ル
の
一
つ

と
位
置
づ
け
、
４
月
か
ら
記
載
内
容
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

処
方
箋
の
使
用
期
限
を
日
付
で
明
記
す
る

な
ど
患
者
さ
ん
に
も
わ
か
り
や
す
い
表
示
に

す
る
ほ
か
、
安
全
性
向
上
の
た
め
地
域
薬
局

が
患
者
さ
ん
一
人
一
人
の
臨
床
情
報
に
合
わ

せ
た
服
用
量
の
確
認
や
副
作
用
の
早
期
発
見

の
た
め
に
必
要
な
検
査
値
も
記
載
し
ま
す
。

　

地
域
薬
局
の
薬
剤
師
と
も
定
期
的
に
勉
強

会
を
開
催
し
、
本
院
で
も
処
方
箋
を
介
し
て

病
院
と
地
域
薬
局
が
一
体
と
な
っ
て
医
療
安

全
に
取
り
組
む
新
し
い
カ
タ
チ
の
地
域
医
療

を
始
め
ま
す
。

院
外
処
方
箋
が
わ
か
り
や
す
く

入院患者さん

　外来患者さん、入院患者さんを対象とした満足度調査にご協力をいただき、
ありがとうございました。このたび令和2年度の調査結果がまとまりまし
たので、ご報告いたします。

・入院、手術すべてに満足しています。
・看護師さんはとても優しい方が多く
 とても安心出来ました。
・先生も大変優しく質問に答えて頂き
 心強く思いました。
・リハビリのスタッフの方は優秀で意
 欲的で思いやりがあると感じます。
・看護師の方々の対応がとても素晴ら
 しいです。
・入院・手術の不安を担当医、看護師
 の方々が優しくサポートしてくれま
 した。
・フリーWi-Fiが繋がりにくい。
・家族との面会が不便だった。
・トイレ、シャワー室などはもっと
 清潔感が欲しいです。
・個室が少なく料金が高額です。

●具体的なコメント例

・医師、看護師の方々も優しいし説明
 もわかりやすい。
・医師は説明が丁寧でとても安心でき
 ます。
・レントゲンのスタッフの方がとても
 親切でした。

・施設の古さは否めませんが、清潔に
 されているのでそれほど気になり
 ません。
・医療費後払いサービスは待ち時間が
 少なくて大変満足しています。
・診察、会計の待ち時間が長い。

・あとどれくらい待つのか知らせて欲
 しい。
・待合の椅子が少ない。
・休憩、昼食を取る場所がない。
・駐車場が時間帯により混む。

４
月
か
ら
　
使
用
期
限
、検
査
値
を
記
載

令
和
2
年
度

外来患者入院患者

院内製剤室での研修風景

  開始開始
卒後2年かけ知識と技術養う

満足満足満足満足
満足度調査
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優
秀
標
語
表
彰
式

令
和
3
年
度

「
手
洗
い
と
　
消
毒
・
マ
ス
ク
で
　
感
染
予
防
」

（
未
来
医
療
開
発
部
　
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
　
神
代
　
薫 

さ
ん
）

「
ひ
と
言
で
　
失
う
信
頼
　
得
る
信
頼
」　
　

（
管
理
課
電
気
係
　
寄
橋
　
知
希 

さ
ん
）

1～3月期 4～6月期

「
声
か
け
と
　
笑
顔
が
運
ぶ
　
安
心
感
」　
　

（ 

医
事
課
医
療
安
全
係
　
杉
山
　
幸
穂 

さ
ん
）

10～12月期

「
聴
く
力
　
ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
　
繋
げ
る
医
療
」

（ 

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
　
加
藤
　
智
絵
里 

さ
ん
）

今
年
度
の
標
語
が
決
定

　  

　
　
接
遇
・
マ
ナ
ー
向
上
目
指
し
て

　

３
月
１
日
、
病
院
長
室
に
お
い
て
、
土
岐
病
院
長
か
ら
４
名
の
優

秀
標
語
作
成
者
に
表
彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
で
は
、
職
員
の
一
人
一
人
が
患
者
さ

ん
の
立
場
に
配
慮
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
の
主
旨
で
、
接
遇
・
マ
ナ

ー
向
上
に
関
す
る
標
語
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
院
内
に
標
語
を
募
集
し
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員

会
で
検
討
の
結
果
、
次
の
と
お
り
優
秀
作
品
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

診療科長等紹介

7～9月期

新新
　病院教授の称号は、大阪大学医学部附属病院における診療・研究・教育の
充実のため、特に臨床面で優れた業績が認められる者に対して付与してい
るものです。
令和3年度は下記の24名に「病院教授」の称号を付与することを決定しました。
番号  診療科等名 氏名 職名

1 循環器内科 彦惣　俊吾 准教授
2 腎臓内科 高畠　義嗣 講師
3 糖尿病・内分泌・代謝内科 大月　道夫 准教授
4 呼吸器内科 武田　吉人 准教授
5 血液・腫瘍内科 横田　貴史 准教授
6 老年・総合内科 山本　浩一 准教授
7 心臓血管外科 戸田　宏一 准教授
8 消化器外科（下部消化管） 小林　省吾 准教授
9 乳腺・内分泌外科 直居　靖人 准教授
10 眼科 松下　賢治 准教授
11 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 今井　貴夫 准教授
12 整形外科 村瀬　　剛 准教授
13 神経科・精神科 橋本　　衛 准教授
14 麻酔科 大瀧　千代 講師
15 産科婦人科 冨松　拓治 准教授
16 小児科 別所　一彦 准教授
17 泌尿器科 今村　亮一 准教授
18 臨床検査部 日髙　　洋 准教授
19 放射線部 巽　　光朗 准教授
20 集中治療部 内山　昭則 准教授
21 総合周産期母子医療センター 北畠　康司 准教授
22 高度救命救急センター 小倉　裕司 准教授
23 臨床工学部 高階　雅紀 講師
24 化学療法部 水木満佐央 准教授

「病院教授」の称号付与について
令和3年度

　このたび、リハビリテーション科長並びに
部長を拝命しました。リハビリテーションは
疾患のみならず患者さんの生活や社会活動に
深く関わるため、今後益々重要性が高まって

岡
お か だ

田 誠
せ い じ

司

●リハビリテーション部長
●リハビリテーション科長 いく部門です。当部門ではリハビリテーショ

ン専門医、理学療法士、作業療法士、言語聴
覚士を中心として、患者さんの運動機能障害
や日常生活活動障害、コミュニケーション障
害などの機能回復と改善に少しでも貢献でき
るよう、スタッフ一丸となって努力していき
ます。何とぞよろしくお願い申し上げます。
（リハビリテーション部長令和３年２月１日就任、
リハビリテーション科長同年４月１日就任）

　この度、輸血部長を拝命いたしました。輸
血は長年の先人の努力により、非常に安全な
ものとなってきましたが、単純なミスが大き
な医療事故につながる重要な領域です。従来

柏
かしわぎ

木 浩
ひろかず

和

●輸血部長 からの輸血部のモットーである「良質で安全
な輸血」を今後も実践してまいります。また
輸血部は、CAR-T療法に代表される、今後お
おいに発展が期待される細胞療法において、重
要な役割を担っております。スタッフ一同、本
院における先進的な医療の発展に貢献してい
きたいと考えております。どうぞよろしくお
願いいたします。

（令和3年4月1日就任）

　本院は、日本において心臓移植を行える数
少ない病院の一つであり、循環器医療の最後
の砦

とりで

としての使命を帯びております。そのた
めに、循環器内科と心臓血管外科、さらに麻

坂
さか

田
た

 泰
やす

史
し

●ハートセンター長 酔科や高度救命救急センター、腎臓内科など
他の専門科、医師、看護師、臨床工学技士、理
学療法士など広範囲の職種が強固に連携して
いかなくてはなりません。
　今まで以上に力強くかつ優しいハートセン
ターにしていきたいと思います。どうぞよろ
しくお願いします。

（令和3年4月1日就任）

　このたび、事務部長を拝命しました。前職
は東北大学病院事務部長で、それ以前は山形
大学、神戸大学などの国立大学病院で勤務を
してまいりました。
　大阪大学医学部附属病院は、日本の医学・

山
やまごし

腰 俊
としあき

昭

●事務部長 医療をリードし、特に未来医療の実践ではフ
ロントランナーに位置しております。その組
織の一員に加えていただけたことは誠に光栄
です。もとより微力ではありますが土岐病院
長をはじめ執行部の先生方のご指導をいただ
きながら、一生懸命頑張る所存ですので皆様
方のご支援いただけますよう、よろしくお願
い申し上げます。

（令和3年4月1日就任）

　

「
令
和
２
年
度
国
公
私
立
大
学

附
属
病
院
医
療
安
全
セ
ミ
ナ
ー
」

を
昨
年
10
月
23
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
全
国

の
大
学
病
院
に
所
属
す
る
医
療

安
全
の
専
門
家
ら
に
最
新
の
知

見
を
紹
介
す
る
た
め
、
文
部
科

学
省
の
後
援
で
平
成
16
年
か
ら

毎
年
本
学
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
、

医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
、

薬
剤
師
、
事
務
職
員
な
ど
、
計

５
２
０
名
と
例
年
よ
り
多
く
の

参
加
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。

国
公
私
立
大
学
附
属
病
院

　 

医
療
安
全
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

今
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
て
６
名
の
講
師
に
よ

る
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新

た
な
教
育
法
の
開
発
」「
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ

－

19
対
応
に
み
ら
れ
る
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
」
の
２
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
中
継
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
教
育

法
と
実
践
例
に
つ
い
て
、
ま
た

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
と
い
う
擾

じ
ょ
う
ら
ん乱

に
対
し
て
迅
速
に
大
学
病
院
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の

院
内
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
情
報
発

信
を
通
じ
た
地
域
と
の
連
携
に

つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
平
時
と
異
な

る
状
況
下
で
の
医
療
の
質
・
安

全
の
教
育
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
広
い
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
と
大
変
好
評
で
し
た
。

横浜市立大学附属病院
　後藤 隆久　病院長

※上記の称号付与者の職名等は令和３年４月１日現在のものです。

　看護師に求められる役割は、多様化すると
ともに高度化していることから、教育の果た
す役割が非常に重要です。看護部キャリア開
発センターでは、看護師として専門性を更に

岩
いわさき

崎 朋
ともゆき

之

●看護部キャリア開発センター長 高める教育、よりよい療養環境を整えるため
の看護管理者に対する教育など、病院内外の
看護師に広く教育の機会を提供し続けていま
す。教育を通じて個々の看護師のキャリア開
発を支援することで、質の高い看護を提供で
きます。患者さんやご家族に信頼と安心を届
けられるよう、看護師の育成に今後も引き続
き努めていきたいと考えています。

（令和3年4月1日就任）

表彰状を手に笑顔を見せる受賞者。（前列左から）加藤さん、土岐病院長、神代さん、
（後列左から）岩谷医事課長、杉山さん、寄橋さん、越村看護部長
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PHOTO TOPICS

QRコードから関連動画をご覧
いただけるようになりました

元
管
理
に
よ
り
、
機
器
を
効
率
的

に
運
用
で
き
、
最
新
の
超
音
波
機

器
の
導
入
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
乳
腺
・
前
立
腺
の
超

音
波
検
査
も
、
当
セ
ン
タ
ー
に
集

約
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
、
超
音
波
検
査
技
術
は
め
ざ

ま
し
く
進
歩
し
て
お
り
、
例
え
ば

腹
部
の
肝
臓
超
音
波
エ
ラ
ス
ト
グ

ラ
フ
ィ
で
は
、
肝
臓
の
硬
さ
を
測

定
で
き
、
肝
硬
変
な
ど
の
診
断
に

役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
超
音
波
専

用
の
造
影
剤
を
用
い
た
検
査
に
よ

り
、
肝
腫
瘍
の
検
出
・
診
断
も
で

き
ま
す
。

　

胸
部
で
は
、
心
臓
に
負
荷
(運
動

　

超
音
波
検
査
は
、
痛
み
な
ど
の

負
担
が
な
く
、
患
者
さ
ん
の
身
体

に
優
し
い
検
査
方
法
で
す
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
院
内
の
腹
部
、
頸け

い

部
・
末
梢
動
静
脈
、
心
臓
の
超
音

波
検
査
を
集
約
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

現
代
医
療
は
複
数
の
診
療
科
が

チ
ー
ム
と
し
て
連
携
し
た
診
断
が

不
可
欠
で
す
。
検
査
を
集
約
す
る

こ
と
で
、
各
部
位
の
検
査
結
果
を

即
座
に
共
有
し
、
疾
患
を
全
体
的

に
把
握
し
た
う
え
で
治
療
で
き
ま

す
。
ま
た
超
音
波
検
査
機
器
の
一

神
経
科
・
精
神
科

痛
み
の
な
い
優
し
い
検
査

　
　
　
　
　
　
　
臓
器
の
状
態
を
立
体
で
確
認

　

神
経
科
・
精
神
科
は
、
一
般
外

来
の
ほ
か
、
「
神
経
心
理
外
来
」

「
統
合
失
調
症
専
門
外
来
」
「
発
達

障
害
・
児
童
思
春
期
外
来
」「
睡
眠

外
来
」
の
四
つ
の
専
門
外
来
で
診

療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

神
経
心
理
外
来
の
対
象
は
、
認

知
症
の
原
因
と
な
る
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
な
ど
の
脳
変
性
疾
患
や
、
脳

腫
瘍
を
は
じ
め
と
す
る
脳
外
科
疾

患
、
老
年
期
の
幻
覚
妄
想
状
態
な

ど
の
精
神
疾
患
で
す
。
当
外
来
に

お
け
る
認
知
症
の
診
療
は
評
価
が

高
く
、就
労
中
の
若
い
患
者
さ
ん
も

多
く
来
院
さ
れ
て
い
ま
す
。「
共
生

と
予
防
」
が
現
在
の
認
知
症
政
策

の
基
盤
で
あ
り
、当
外
来
は
、診
療

だ
け
で
な
く
、認
知
症
を
発
症
し
た

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
自
宅
や
地

域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
生
活
環
境

の
調
整
ま
で
を
、多
職
種
の
専
門
家

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

統
合
失
調
症
専
門
外
来
は
、
難

治
性
の
患
者
さ
ん
の
入
院
治
療
も

多
く
行
っ
て
い
ま
す
。
通
常
の
薬

物
療
法
で
症
状
が
改
善
し
な
い
、

あ
る
い
は
副
作
用
が
強
い
患
者
さ

ん
に
対
す
る
、
有
効
性
の
高
い
薬

剤
の
投
与
な
ど
、
副
作
用
に
留
意

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
統
合
失
調
症
の
治
療
に
は
患
者

さ
ん
本
人
の
自
覚
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
検
査
結
果
な
ど
を
十
分
に

説
明
し
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
・
児
童
思
春
期
外
来

は
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
や

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ（
注
意
欠
如
・
多
動
症
）

な
ど
の
発
達
障
害
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
、

摂
食
障
害
、
適
応
障
害
な
ど
を
診

療
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
発
達
障

害
の
患
者
さ
ん
が
増
加
し
て
お
り
、

小
児
科
が
診
療
し
て
い
た
幼
稚
園

児
や
小
学
生
の
患
者
さ
ん
を
、
当

外
来
が
引
き
継
ぐ
こ
と
で
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
連
続
性
の
あ
る

医
療
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

睡
眠
外
来
で
は
、
睡
眠
異
常
に

悩
む
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
終
夜

に
わ
た
る
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査

な
ど
を
行
い
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
、
過
眠
症
、
レ
ム
睡
眠
行
動

異
常
症
な
ど
を
診
断
し
て
い
ま
す
。

　

当
科
は
、
認
知
機
能
や
身
体
機

能
が
低
下
し
た
入
院
患
者
さ
ん
に
、

作
業
療
法
士
が
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施

し
た
り
多
職
種
で
退
院
前
に
自
宅

を
訪
問
す
る
な
ど
、
退
院
後
に
も

患
者
さ
ん
が
望
む
生
活
を
継
続
で

き
る
治
療
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。　

診
断
や
治
療
が
難
し
い
患
者

さ
ん
も
上
記
専
門
外
来
で
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
か

か
り
つ
け
医
を
介
し
て
受
診
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
動
画
も
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い（
本
ペ
ー
ジ
左
下
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。

四つの専門外来で対応
認知症に生活環境調整も

超
音
波
検
査
セ
ン
タ
ー

　下村伊一郎部長のカレーシリーズ、今回は
今までありそうでなかった「カレーうどん」でした。
　昆布、かつお節、煮干しから丁寧に出

だ し

汁をとり、旨味たっぷ
りの中にスパイスをきかせて仕上げました。菜の花やタケノ
コなどの春野菜をぱりっと揚げた天ぷらやグリル野菜の盛り
合わせをうどんに乗せたり、米飯をカレーに入れたりと、患
者さんお好みの食べ方で召し上がっていただきました。ミモ
ザサラダや旬の苺

いちご

のデザートなどもあわせて、春らしさあふ
れるメニューに、皆様からは「春らしい彩りがきれいで、優
しい献立だった」「治療の影響で食べられていなかったけど、
久々に完食した」などうれしい感想が多数寄せられました。 『「コロナ禍における安心・快適な患者

搬送をめざして」　～最後の砦を守る～』

本院ドクターカー用オリジナルアイソレーター
作成費への寄附を募っています。

詳しくは
こちら

•出汁香る具沢山
カレーうどん
•春野菜の天ぷら
盛り合わせ
•春の華やか
ミモザサラダ
•苺のデザート

～スマイル御膳～

おすすめ栄養マネジメント部長

未来医療フォーラム

防災訓練を実施しました

ホスピタリティ賞表彰式

令和２年度の

令和２年度の

看護師特定行為研修
1期生が修了しました

　西田幸二眼科長、朝野和典感染制御部長、澤芳樹心臓血
管外科長による本院の未来医療への取り組みについての
講演を事前申込者限定でweb配信しました。多くの方々
に視聴いただき、再生医療や新型コロナウイルス感染症
への理解が深まったと大変好評でした。
　もっと社会に広く発信するべきとのご意見もいただき
ましたので、講演動画を本紙82号の読者に向けて再公開
します。ぜひご覧ください。

　上町断層による直下型地震が平日の診療時間内に発生
したとの想定で、災害対策本部の運用訓練及び新たに導
入した傷病者情報共有リストの運用訓練を行い、本院感
染制御部からコロナ禍における災害対応についての説明
がありました。
　本院は大阪府から災害拠点病院に指定され、災害発生
時に重傷者の収容・治療等を行う役割を担っているため、
今後も災害対策に努めていきたいと思います。

（写真は災害対策本部会議の様子）

　ご意見箱に寄せられた謝意の多かった部署を表彰しました。
★東13階病棟　耳鼻咽喉科・頭頚部外科
★西12階病棟　泌尿器科
★栄養管理室

　昨年度より開講した研修は臨地実習を経て3月末に修
了しました。3名の研修生はそれぞれ動脈血液関連、人工
呼吸関連、栄養水分関連の3区分の特定行為を習得し、今
後は患者さんへのタイムリーな医療の提供をめざします。

や
薬
剤
)
を
加
え
て
働
き
を
み
る
負

荷
心
臓
超
音
波
検
査
や
、
心
臓
の

す
ぐ
後
ろ
に
あ
る
食
道
側
か
ら
心

臓
の
弁
の
状
態
な
ど
を
観
察
す
る

経
食
道
心
臓
超
音
波
検
査
も
、
積

極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

超
音
波
検
査
は
大
き
な
装
置
が

不
要
で
、
３
Ｄ（
長
さ
・
幅
・
奥

行
き
）
の
画
像
な
ど
も
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
得
ら
れ
る
た
め
、
近
年
、
検

査
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

検
査
技
師
に
は
本
院
の
先
進
治
療

を
理
解
し
た
う
え
で
検
査
を
行
う

知
識
と
技
術
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
超
音
波
評
価
の
基
礎
に
始
ま

る
段
階
的
教
育
や
、
医
師
や
臨
床

検
査
技
師
に
よ
る
研
修
会
も
定
期

開
催
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
公
益
社
団
法

人
日
本
超
音
波
医
学
会
が
認
定
す

る
認
定
超
音
波
検
査
士
の
資
格
取

得
も
推
奨
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　

疾
患
の
検
査
は
診
断
に
不
可
欠

で
す
が
、
超
音
波
検
査
は
数
十
分

間
か
か
り
、
患
者
さ
ん
と
技
師
が

密
着
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
確
実
な
感
染
対

策
を
十
分
に
実
施
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
超
音
波
検
査
を

受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

医
師
の
指
導
を
受
け
る
３
人
の
研
修
生 高度救命救急センターが

クラウドファンディング
挑戦中

https://readyfor.jp/projects/handai-99
神経科・精神科

動画1
超音波検査センター

動画2
未来医療フォーラム

動画3

心臓超音波検査の様子と3D画像はこちら 動画２

動画は
こちら
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